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機能素材と して の 脂肪 （シ ン ポ ジ ウム）　 5

肝機能と脂質

　　　　　サ ン トリ
ー

（株）基 礎研究所 　　石倉義之、 諏訪芳秀

【目的】一
般に哺乳動物は 、 △ 9不飽和化酵素に よ っ て飽和脂肪酸に二 重結合 を

導入す る こ とは で きるが 、 △9とカ ル ボキ シ ル 基との 間に しか 、 2 つ 目以隆の 二

霓結合は導入で きない ，、，その ため 、 n −6系の リノ ー ル 酸 （LA ）お よびn−3系の cv　一

リノ レ ン 酸 （ALA ）を生体内で 合成す る こ とがで きず 、
こ れ らの 高度不飽和脂

肪酸 （PUFA ） は 、
ヒ トに とっ て必 須脂肪酸 となる 。 摂取 され たLA やALA は

PUFA の 生 合成経路 に したが っ て 、 不飽和化 と炭素鎖の 延長を繰 り返 して 、 そ

れ ぞれジ ホ モ ー
γ
一リ ノ レ ン酸（DGLA ）、 ア ラキ ドン 酸（ARA ）ある い は イコ サペ ン

タエ ン 酸（EPA ）、 ドコ サ ヘ キサ エ ン 酸（DHA ）な どの さ らに不飽和度の 高い PUFA

（HUFA ） に 変換 され る 。

　 とこ ろ が 、 肝硬変患者や ア トピー性皮膚炎患者 の 血L清 リン 脂 質お よび ア ル ツ

ハ イマ ー 死 亡例の 脳 リン 脂質な どにおい て 、 その 脂肪酸組成 に おける PUFA の

減少が 認め られ る との 報告が あ る 。 特 に ア ル コ ー ル性肝硬 変患者で はARA の 含

有量が コ ン トロ
ー

ル 群の 約74％ しか ない とJohnsenらは報告 して い る（1）
。

こ れ

は 、 肝疾患 治療食 （低脂肪高蛋白食〉に 含まれるPUFA の 不足 と△ 5お よび △6
不飽和化酵素活性 の 低下 に よる もの と考 えられる 。

　肝硬変患者に こ うした特 に不足 しが ちなよ り不飽和度の 高い PUFA （HUFA ）

を補給す る こ とに は、 賛否両 論が ある が 、 我 々 は これ らの HUFA が実験的肝障

害や脂肪肝に 及ぼす影響 を検討 した 。

【方法及 び結果】 1群 6 匹の SD 系ラ ッ トまたは 1群 8匹の C57BL 系マ ウス を用

い て ， HUFA のエ チ ル エ ス テ ル 量5  mg ！kgを 1週問連続経口投与または高度不飽

和脂肪酸含有油脂 （SUN −TGA25 ）を 1、週 閻 5 ％ 混餌投与 した 。 投与終了 後
，
　 D −

Gagactosamine （D −GalN）300mg／kgを腹腔内投 与 また は 1．Naphthyl　isothiocyanate

　（ANiT ） 100mgXkg を経 口投与 して 起 こ る急性 肝障害お よび脂肪 肝に よるifll清中

の トラ ン ス ア ミナ ー ゼ活性の 上昇に 及ぼ す影響を検討 した 。

　D −GalN誘発急性肝障害モ デ ル にお い て ， 1〔IL清GOT の 上 昇をARA エ チ ル 土ス テ

ル 投与で 約55％ ， EPA エ チ ル エ ス テ ル 投与で 約50％抑制す る傾向を承 し ，
　 ARA

を約25％ 含有するSUN −T（3A25摂取に よ り約44％有意に抑制 した 。 また 、
　ANIT

誘発脂肪肝モ デ ル に お い て も血清GOT の 上昇 をSUN −TGA25 摂取 に よ り約50％有

意に抑制 した e 以上の 結果よ り，
ARA やEPA に は 、 肝障害に対す る予 防効果が

あ る 可能性が 示唆 された。

　 さ らに我 々 は 、 SUN鑵 GA25 と耕 仏 を約25％含有す る魚油 を
一
定の 割合で 配合

した高度不飽 和脂肪酸高含有油脂 （SUN −TGAD ）を調製 した 。 こ の 油脂3 O
mg をソ フ トカプ セ ル とし、 7名の ボラ ン テ ィ ア に 1 日 6 カ プセ ル

、 12 週間連

続 で 摂取 して もらい
、 摂取前 と摂取後の 蹴漿 リン脂 質中の 脂肪 酸組成 を比較 し

た i）

　 その 結果、
lbL漿リ ン脂質中のHUFA にお けるn−6！n −3比 をほ とん ど変える こ と

な く、 ARA の 比率 も40％前後の まま 、 血漿 リン 脂質中の DGLA 、
　ARA お よび

DHA の 比率 を上昇 させ る こ とがで きた 。
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